
知ろう AMR、考えようあなたのクスリ

データで振り返る薬剤耐性の現状2019
An t im i c rob ia l  Re s i s t ance :  AMR

MR S A菌血症とフルオロキノロン耐性大腸菌菌血症で
年間約 8 , 0 0 0 名が死亡

薬剤耐性や抗菌薬使用量には
地域差がある
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M R S A および F Q R E C による菌血症死亡数 ( 推 定 ) の 推移  

MRSA：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌
FQREC：フルオロキノロン耐性大腸菌
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MRSAは低下、FQRECは増加に

MRSA菌血症による死亡数は減少
している一方で、FQREC菌血症に
よる年間死亡数は201１年から
2017年まで次第に増加しています。
これは大腸菌
菌血症全体の
増加に加え、
大腸菌のフルオ
ロキノロン耐性
が増加している
ためと考えられ
ます。
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薬剤耐性（AMR）ワンヘルス
プラットフォームが完成

AMR対策に関連した各分野におけ
る薬剤耐性菌の検出状況や抗菌薬
使用量、予防への取り組み状況、
意識調査等の既存のサーベイランス
データや研究データなどを
見ることができます。
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急性気道感染症の多くに
抗菌薬が処方されている

介護老人保健施設における
感染症の実態が明らかに

抗菌薬に関する正しい知識は
なかなか広まらない
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年齢群別急性気道感染症 1 0 0 受診あたりの抗菌薬処方件数

13-49歳で
抗菌薬の処方
割合が高い

30%を超える受診例に
抗菌薬が処方されている

急性気道感染症に対して抗菌薬が処方
されていたのは100受診あたり31.65
件で、広域抗菌薬（第3世代セファロス
ポリン系、マクロライド系、フルオロキ
ノロン系）が88.6%を占めていました。
年齢群別では、高齢者よりも13‒49歳
で抗菌薬の処方される割合が高く
なっていました。
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抗菌薬で治療中の感染症

介護老人保健施設における医療関連感染症および抗菌薬使用に関する調査

施設の状況に応じた抗菌薬適正使用
支援と、基本的な感染管理体制がとれる
ような支援が必要と考えられます。

介護老人保健施設での抗菌薬使用の
上位は尿路感染症、肺炎、上気道炎

参照URL　ht tp ://amr.ncgm .go . jp/pdf/20191125_ repor t .pdf2019年2月1日から3月31日までの任意調査日の状況
（有効回収率8.4％）

風邪やインフルエンザに抗菌薬（抗生物質）は効果的か？
抗菌薬に関する一般国民の知識
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風邪やインフルエンザに抗菌薬は効果が
ありません。
正しい知識を持つ人の割合は、この数年、
25％以下にとどまっています。
AMR臨床リファレンスセンターは今後も
さまざまな情報を伝えていきます。

正しい知識を持つ人の割合は変わらず


